
本
格
的
な
寒
波
襲
来
の
前
に
、

水
道
の
水
抜
き
を
お
忘
れ
な
く
。

水
抜
き
は
元
栓
締
め
、
水
抜
栓

の
取
り
外
し
と
、
蛇
口
の
開
放

が
主
な
作
業
で
す
。
簡
単
な
作

業
の
よ
う
で
す
が
、
各
別
荘
の

給
湯
機
器
や
蛇
口
の
型
式
、
は

た
ま
た
温
水
便
座
の
有
無
な
ど
、

一
筋
縄
と
は
参
り
ま
せ
ん
。
ご

自
身
で
作
業
さ
れ
る
場
合
は
細

心
の
注
意
で
お
願
い
し
ま
す
。

夕
方
な
ど
冷
え
込
む
時
間
帯

の
作
業
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
管

内
に
残
っ
た
水
分
が
抜
け
切
る

前
に
凍
結
、
事
故
に
な
る
ケ
ー

ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
数
年
、
季
節
を
問
わ
ず
、

突
風
や
大
風
の
被
害
が
頻
発
し

て
い
ま
す
。
冬
か
ら
春
に
か
け

て
は
、
特
に
那
須
下
ろ
し
の
き

つ
く
な
る
時
季
に
な
り
ま
す
。

建
物
廻
り
に
置
か
れ
た
物
が
飛

ば
さ
れ
た
り
、
枝
折
れ
や
、
樹

木
が
倒
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
葉
が
落
ち
て
樹
形

も
わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
所
有
地
内
の
樹
木
の
様

子
を
、
是
非
ご
確
認
下
さ
い
。

伸
び
た
樹
木
・
枝
が
当
た
っ

て
、
ご
自
身
の
別
荘
や
車
が
傷

つ
い
た
り
、
お
隣
に
ま
で
迷
惑

が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

林
間
別
荘
地
だ
か
ら
こ
そ
、
相

隣
関
係
に
も
ご
配
慮
下
さ
い
。

毎
度
お
な
じ
み
の｢
落
葉｣

に

つ
い
て
で
す
。
弊
社
で
は
、
シ
ー

ズ
ン
に
一
度
、
自
社
作
業
に
よ

り
路
肩
や
路
上
に
た
ま
っ
た
落

葉
を
片
付
け
て
い
る
ほ
か
、
腐

葉
土
の
生
産
者
の
方
に
自
主
的

な
回
収
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
か

し
こ
か
ら
風
に
乗
っ
て
や
っ
て

き
て
は
、
降
り
積
も
る
落
葉
は

い
か
ん
と
も
し
が
た
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

オ
ー
ナ
ー
の
皆
様
に
は
、
何

か
と
ご
苦
労
か
と
は
存
じ
ま
す

が
、
林
間
別
荘
地
の
宿
命
と
し

て
、
ど
う
か
ご
寛
恕
下
さ
い
。

落
葉
や
、
篠
、
小
枝
に
つ
い

て
は

日
常
の
ゴ
ミ
と
し
て
は
回

収
さ
れ
ま
せ
ん
。
落
葉
を
片
付

け
た
い
方
は
、
九
十
リ
ッ
ト
ル

大
の
透
明
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ

て
ご
持
参
い
た
だ
け
れ
ば
、
弊

社
に
て
無
料
で
処
分
し
ま
す
。

但
し
、
袋
に
は｢

乾
い
た｣

落

葉
の
み
お
入
れ
下
さ
い
。
濡
れ

た
落
葉
・
草
・
枝
の
処
分
は
有

料
で
す
。(

袋
が
ご
入
用
の
方
に

は
、
弊
社
に
て
一
枚
五
十
円
で

販
売
い
た
し
ま
す
。)

敷
地
内
の
、
落
葉
さ
ら
い
を

ご
用
命
の
場
合
は
、
そ
の
都
度

お
見
積
の
う
え
承
り
ま
す
。

な
お
、
風
の
強
い
こ
の
季
節
、

防
火
上
か
ら
非
常
に
危
険
で
す

し
、
相
隣
関
係
の
観
点
か
ら
も

焚
き
火
は
禁
止
と
し
ま
す
。

十
一
月
以
降
は
、
車
に
必
ず

滑
止
め
を
携
行
願
い
ま
す
。

雪
で
な
く
て
も
、
朝
晩
の
路

面
凍
結
時
、
ノ
ー
マ
ル
タ
イ
ヤ

で
は
歯
が
立
ち
ま
せ
ん
。

降
雪
時
期
は
、
日
陰
に
危
険

が
潜
ん
で
い
ま
す
。
冬
用
タ
イ

ヤ
へ
の
履
替
え
は
お
早
め
に
。

モ
リ
コ
温
泉
の
ご
愛
顧
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。
源
泉
ポ
ン
プ

が
寿
命
を
迎
え
ま
す
の
で
、
十

一
月
中
旬
に
交
換
工
事
の
予
定

で
す
。
工
事(

休
業)

日
程
は
決

ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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那須の花
センブリ(千振)

秋口、分譲地内でも、
白いかわいい花を見か
けます。日本古来の生
薬としてお馴染みで、
渋腹のときに飲んだ方
もあろうか。千回煎じ
てもまだ苦いというの
がその名の由来。道の
駅などで干したものを
売っていることも。

こ
の
と
こ
ろ
満
開
が
十
月
に
ず
れ
込
ん
で
い
た
簑
沢
の
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
。

今
年
は
、
秋
の
彼
岸
に
合
わ
せ
て
見
事
な
花
盛
り
と
な
り
ま
し
た
。

カ
ラ
梅
雨
気
味
の
う
ち
暑
さ
も
つ
か
の
間
、
お
盆
過
ぎ
に
は
早
々
と
秋

雨
を
思
わ
せ
る
長
雨
。
閏
月
が
あ
っ
た
せ
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、
気

象
・
気
候
の
変
動
に
戸
惑
い
を
隠
せ
ま
せ
ん
。
世
は
常
な
ら
ず
と
は
い
え
、

お
お
ら
か
な
リ
ズ
ム
感
の
あ
る
季
節
の
移
ろ
い
、
失
っ
て
は
い
け
な
い
自

然
の
恵
み
に
思
い
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
が
多
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。道の駅伊王野 H21.9.16

10／24(土)・25(日)

午前10時 30分～

午後1時30分
守子の郷イベント広場

同時開催:建築/リフォーム相談会

住まいに関する諸々のご相談や、冬支

度はじめ、お庭まわりのことなど、ご気

軽にお尋ね下さい。

「まつり」に協力して下さる皆さんが

腕にヨリをかけ繰出すアジなメニュー

がお楽しみです。食材に限りがありま

すので、完食の際はご容赦ください。

管
理
事
務
所
か
ら

林
間
別
荘
地
の
宿
命

気
に
な
る
樹
を
チ
ェ
ッ
ク

お庭の落葉さらいは、有料となります

雪
は
無
く
と
も
滑
り
止
め

七
月
二
十
二
日
の
日
食
を
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
。

守
子
の
郷
の
弊
社
事
務
所
で
も
、
い
さ
さ
か
曇
り
が

ち
の
空
な
が
ら
、
母
子
愛
の
像
の
差
し
上
げ
た
手
の
先

に
欠
け
た
太
陽
が
見
ら
れ
、
徐
々
に
あ
た
り
が
暗
く
な

る
不
思
議
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
夏
は
那
須
高
原
の
牧
場
で
ペ
ル
セ
ウ
ス
流
星
群

を
観
察
す
る
集
い
な
ど
、
世
界
天
文
年
に
ふ
さ
わ
し
い

イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
別
荘
に
お
越
し
の
方
か
ら
も
、
夜

空
を
楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

な
ど
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
ガ
リ
レ
オ
が
一
六
〇
九
年
～
一
六
一
〇
年

に
か
け
て
自
作
の
望
遠
鏡
で
天
体
観
察
し
て
か
ら
四
百

年
。
世
界
天
文
年
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
夜
空

も
澄
ん
で
、
天
体
観
察
に
は
も
っ
て
こ
い
。
空
を
見
上

げ
る
ば
か
り
で
な
く
、
星
に
ま
つ
わ
る
話
に
団
欒
の
時

を
過
ご
す
の
も
お
勧
め
で
す
。

先
ず
、
十
月
三
日
が
旧
八
月
十
五
日
で
仲
秋
の
名
月
。

芋
名
月
と
も
言
わ
れ
る
満
月
に
、
ス
ス
キ
と
団
子
、
今

年
採
れ
た
里
芋
を
供
え
る
の
が
流
儀
と
か
。

十
月
二
十
二
日
～
二
十
四
日
は
、
世
界
規
模
で｢

ガ
リ

レ
オ
の
夕
べ｣

と
い
う
催
し
も
企
画
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
、

望
遠
鏡
で
月
と
木
星
を
見
た
ガ
リ
レ
オ
の
驚
き
を
追
体

験
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
当
時
ガ
リ
レ
オ
が
自
作

し
た
望
遠
鏡
は
二
十
倍
程
度
の
も
の
だ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
月
の
ク
レ
ー
タ
ー
や
、
イ
オ
、
エ
ウ
ロ
パ
な
ど
木

星
の
衛
星
を
発
見
、
後
に
天
動
説
を
覆
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

木
星
と
い
え
ば
、
ス
タ
ン
リ
ー
・
キ
ュ
ー
ブ
リ
ッ
ク

の
映
画
「
二
〇
〇
一
年
宇
宙
の
旅
」
、
Ｊ
・
Ｐ
・
ホ
ー

ガ
ン
の
Ｓ
Ｆ
小
説｢

星
を
継
ぐ
も
の｣

な
ど
に
登
場
し
、

重
要
な
暗
示
を
与
え
る
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。｢

ジ
ュ

ピ
タ
ー｣

と
い
う
英
名
も
お
馴
染
み
で
す
が
、
そ
の
ジ
ュ

ピ
タ
ー
こ
そ
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
万
物
の
創
造
主｢

ゼ
ウ
ス｣

に
相
当
す
る
と
い
う
の
も
、
な
に
や
ら
秋
の
夜
の
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
と
し
て
面
白
い
の
で
は
。

最
後
に
、
星
に
願
い
を
。
流
れ
星
の
情
報
で
す
。

十
月
二
十
一
日
ご
ろ
、
オ
リ
オ
ン
座
流
星
群

十
一
月
五
日
ご
ろ
、
お
う
し
座
流
星
群
（
南
群
）

十
一
月
十
二
日
ご
ろ
、
お
う
し
座
流
星
群
（
北
群
）

十
一
月
十
八
日
ご
ろ
、
し
し
座
流
星
群

十
二
月
十
四
日
ご
ろ
、
ふ
た
ご
座
流
星
群

十
二
月
二
十
二
日
ご
ろ
、
こ
ぐ
ま
座
流
星
群
。

く
れ
ぐ
れ
も
、
寒
空
に
風
邪
を
患
か
な
い
よ
う
に
万
全

の
お
支
度
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

二
〇
〇
九
年
世
界
天
文
年

日の当たらない路面はご覧の通り

那須日和、風澄み深呼吸

Ｈ21.7.22 守子の郷 母子愛の像

モ
リ
コ
温
泉
の
源
泉
修
理

冬
に
備
え
、
水
道
の
水
抜



移
管
さ
れ
た
の
は
御
用
邸
用
地

千
二
百
二
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ほ

ぼ
半
分
と
な
る
約
五
百
六
十
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
い
う
広
大
な
地
域
で
す
。

環
境
省
で
は
保
全
整
備
構
想
の
ポ

イ
ン
ト
＝
基
本
方
針
と
し
て
、

一
、
自
然
体
験
、
自
然
学
習
、
自

然
と
人
間
の
共
生
の
あ
り
方
を
学

ぶ
場
と
す
る
。

二
、
自
然
特
性
を
踏
ま
え
た
ゾ
ー

ン
区
分
と
し
、
保
全
整
備
す
る
。

三
、
自
然
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

実
施
し
、
成
果
を
管
理
等
に
反
映

す
る
。

四
、
二
次
林
の
維
持
管
理
の
た
め

の
能
動
的
管
理
を
行
う
。

五
、
自
然
ふ
れ
あ
い
推
進
の
指
導

者
養
成
の
全
国
的
な
拠
点
と
し
て

整
備
運
営
を
図
る
。

の
五
点
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

｢

那
須
の
森｣

は
、
お
お
む
ね
落

葉
広
葉
樹
林
で
、
標
高
な
ど
に
よ

り
ダ
ケ
カ
ン
バ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
・
コ

ナ
ラ
、
ブ
ナ
、
ク
マ
シ
デ
な
ど
の

植
生
域
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
確

認
さ
れ
て
い
る
動
植
物
は
、
栃
木

県
立
博
物
館
の
調
査
に
よ
る
と
、

哺
乳
類
二
十
種
、
鳥
類
七
十
九
種
、

両
生
類
は
虫
類
十
七
種
、
昆
虫
二

〇
九
一
種
、
植
物
九
〇
八
種
で
、

環
境
省
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
掲
載

さ
れ
た
希
少
種
も
少
な
く
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

昨
年
四
月
、
移
管
地
を
含
む
日

光
国
立
公
園
内
の
那
須
甲
子
・
塩

原
地
区
を
所
管
す
る
那
須
自
然
保

護
官
事
務
所
が
湯
本
に
開
設
さ
れ
、

平
成
二
十
一
年
度
に
整
備
事
業
の

基
本
設
計
と
実
施
設
計
を
行
い
一

部
事
業
着
工
、
平
成
二
十
三
年
度

中
に
一
部
供
用
開
始
さ
れ
る
工
程

と
な
っ
て
い
ま
す
。

開
放
区
域
内
は
、
三
つ
の
ゾ
ー

ン
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

上
部
ゾ
ー
ン
は｢

森
に
憩
う｣

を

テ
ー
マ
に
、
現
状
維
持
を
基
本
と

し
、
既
存
歩
道
の
適
切
な
活
用
を

図
り
ま
す
。

中
部
ゾ
ー
ン
は｢

森
を
体
験
す

る｣

が
テ
ー
マ
で
、
活
動
的
な
自

然
体
験
、
二
次
林
の
自
然
観
察
、

能
動
的
な
森
林
管
理
の
場
と
な
り

ま
す
。

下
部
ゾ
ー
ン
の
テ
ー
マ
は
「
森

を
知
る
」
で
、
自
然
性
の
高
さ
を

活
か
し
た
自
然
観
察
、
エ
コ
ツ
ア
ー

の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
利
用
さ
れ

ま
す
。

な
か
で
も
、
中
部
ゾ
ー
ン
は
開

放
の
メ
イ
ン
区
域
と
な
り
、
フ
ィ
ー

ル
ド
セ
ン
タ
ー
の
設
営
、
駒
止
ノ

滝
観
漠
施
設
、
北
温
泉
駐
車
場
の

拡
充
整
備
、
遊
歩
道
の
設
置
な
ど

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
那
須
御

用
邸
時
代
に
御
散
策
路
と
し
て
使

わ
れ
て
い
た
歩
道
の
一
部
や
皇
族

方
の
御
休
憩
所
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
清
森
亭
も
あ
り
ま
す
。

十
月
末
か
ら
十
一
月
上
旬
に
は
、

天
皇
陛
下
御
在
位
二
十
年
慶
祝
行

事
と
し
て
、
環
境
省
関
東
地
方
環

境
事
務
所
主
催
の
自
然
観
察
会
も

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
貴
重
な

ブ
ナ
林
を
間
近
に
楽
し
み
な
が
ら

の
散
策
が
か
な
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。(

参
加
申
し
込
み
は
、
九

月
十
日
に
締
め
切
ら
れ
て
い
ま
す
。

希
望
者
多
数
に
よ
り
、
十
二
倍
を

超
え
る
抽
選
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。)

昨
年
の
那
須
甲
子
道
路
に
続
き
、

ボ
ル
ケ
ー
ノ
ハ
イ
ウ
ェ
イ
と
し
て

親
し
ま
れ
て
き
た
、
那
須
高
原
有

料
道
路
が
無
料
化
さ
れ
ま
す
。

茶
臼
岳
の
東
南
山
麓
を
一
周
し

な
が
ら
、
表
情
豊
か
に
な
那
須
連

山
の
山
々
を
仰
ぎ
見
た
り
、
展
望

台
か
ら
下
界
を
一
望
し
た
り
、
ツ

ツ
ジ
に
紅
葉
と
四
季
折
々
の
那
須

が
、
い
っ
そ
う
お
手
軽
に
楽
し
め

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

あ
り
の
ま
ま
の
那
須
の
自
然
と
触
れ
合
う
。

十
月
三
十
日
か
ら
、
那
須

高
原
有
料
道
路
が
無
料
に

｢那須の紅葉は見たいけれど、あの渋滞では気が引ける｣という話を
よく聞きます。那須高原の交通渋滞解消は、これまでも官民一体となっ
て取り組まれてきましたが、観光客にとっても地元にとっても、うま
く収まる妙手がなかなか見出せません。

既に、上高地や尾瀬、日光などでは、マイカーの乗り入れを規制し
バスによる観光客輸送が定着。今回、那須高原でも、自然保護の観点
や、渋滞緩和と観光周遊性の向上による地域活性化の両立を目指した
社会実験が、紅葉のピークに合わせて実施されています。

駐車場は湯本側に２箇所、大島側に２箇所設けられ、利用料５００
円(小学生以下は無料、１日フリーでレジャー施設割引特典付)のシャ
トルバスで大丸駐車場、ロープウェイ乗り場へ送迎するものです。
問合わせ先は那須町企画財政課（電話：０２８７－７２－６９０６）

■デッキの点検：デッキの下に舞い込む落葉

が気になる季節。美観を損なわず落葉を防ぐ

手立てに、ネット施工はいかがでしょうか。

メッシュ素材を使用しますので、通気性は

問題ありませんし、金網施工の場合と異なり

隙間からの侵入も防げます。

また、降雪期を迎える前に、デッキの床下

や建物との接合部分をよく点検してください。

再塗装などのメンテナンスをしていても、雨

水が回ったり雪が凍

りついたりして、長

年の間には腐朽して

いきます。手摺の柱

の根元なども同様で

す。床板の劣化は乗っ

たときに判りますが、デッキの下回りはなか

なか気づきませんので、冬支度の際に、じっ

くりと見てみましょう。

デッキそのもののリフォームについては、

従来のツーバイ材のほか、最近人気の南洋材

や樹脂系素材、アルミ系素材と種類豊富です。

建物との兼ね合いも含め状況や用途に応じて

ご検討下さい。

南洋材は、東南アジアや南米の熱帯で育っ

た耐水性の高い材料で、産地によりウリン、

イペ、アマゾンジャラなど異なる木材があり

ます。物によっては品薄で、価格も上昇気味

です。弊社にて、部材のサンプルを用意して

おりますし、施工例もご覧いただけます。

■年末年始にそなえ、畳替え：秋の乾燥時期

となり、畳替えに適してまいりました。別荘

の畳は、ご利用頻度だけでなく、湿気の多い

那須の土地柄もあって、思ったより傷みが進

んでいる場合があります。

新床にするか、表替えで済ますか専門職人

が見立もいたしますので、ご気軽にご相談下

さい。室内の湿気でお悩みの向きには、好評

のルームドライヤーの設置をお勧めします。

■稼動１０年を越える湯沸かし器に注意：機

器を丁寧にお使いになることは、素晴らしい

ことです。適切なメンテナンスも、機械の寿

命を左右することはいうまでもありません。

ただし、故障修理や消耗部品交換について

は、メーカーサポートが打ち切られていたり

部品製造中止で、修理するのに思わぬ時間が

かかりますことをご承知おきください。

また、古い家電品が発火する事故などで注

意喚起されてますとおり、古いものの良さと

リスクは隣り合わせです。

平
成
二
十
年
春
に
宮
内
庁
か
ら
環
境
省
へ
移
管
さ
れ
た
旧
那
須
御
用
邸
用
地
に
つ
い
て

は
、
天
皇
陛
下
御
在
位
二
十
年
を
記
念
し
て
、
広
く
国
民
が
直
接
自
然
に
ふ
れ
あ
え
る
場

と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
日
光
国
立
公
園｢

那
須
の
森
（
仮
称
）｣

と
し
て
保
全
整
備
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
環
境
省
か
ら
公
開
さ
れ
た
資
料
な
ど
を
も
と
に
、

そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

環境省のホームページより転載

パークアンドバスライド社会実験を実施
10月9日(金)、10日(土)、11日(日)

那須甲子道路の紅葉

専用駐車場にマイカーを停め、有料シャトルバスで奥那須へ送迎し
ようという試み。那須高原有料道路内のマイカーは反時計回りの一
方通行のみ、大丸駐車場および山頂への道路はマイカー進入禁止に。

実は根太腐り

冬支度時期の、お役立ちチェックポイント

ウリン製デッキ施工例


